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独 文 学 査 椿 黒 の 要 旨
オキシトシンは脳内生体ホルモンのひとつで感付の制御に深く関わっているが､本研究は､オ
キシトシンの抗不安効果の発現機序を明らかにする目的で行われた｡マウス届桃体にオキシトシ
ンを添加したところre即18tOrOfGl)rOteinsignaling2(RGS2)は顕著に増加し､その増加はマウス
拘束ストレスや授乳により阜蕪された｡また､オキシトシン受容体アンタゴニストの前処置やオキシ
トシン受容体ノックアウトマウ不では､拘束ストレスによるRGS2は東森されなかった｡さらに､RGS2
発現量と不安行動が正の相関を示したことから､オキシトシンによる抗不安効果に RGS2の発現
が関与してい声可能性が示唆された｡曲床的にも極めて有用な知見を示唆したものとして､価値
ある菓耕であると苛.める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると静める｡
